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米国の果実輸出 リンゴが大幅に増加 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２４年８月２０日 

６月３０日までの１年間の米国の果実・野菜輸出額は、多くの主要品目で増加した。２０２３年７月～２０２４年６

月の期間に、リンゴ、ベリー類、オレンジ類の輸出額は増加し、ジャガイモとレタスは減少した。 

米国農務省によると、２０２３年の豊作に支えられ、米国のこの１年間のリンゴ輸出額は３４％増加して１０億 

６千万ドルとなった。最も輸出額の多い青果物は、リンゴを筆頭に、ベリー類、オレンジ及びタンジェリン、ブド

ウ、レタスが続いた。以下は、主要品目の２０２３年７月～２０２４年６月の輸出額と対前年伸び率である。 

 リンゴ — １０億６千万ドル、３４％増            （翻訳では果実的野菜以外の野菜は省略しました。） 

 ベリー類 — ８億３,７４０万ドル、１４％増 

 オレンジ及びタンジェリン — ６億３,０７０万ドル、７％増 

 ブドウ — ６億１２０万ドル、５％減 

 サクランボ — ５億１,１７０万ドル、１９％増 

 メロン — １億９,１２０万ドル、６％増 

 モモ — １億６,１２０万ドル、２１％増 

 ナシ — １億５,７９０万ドル、１１％増 

 レモン及びライム — １億４,２３０万ドル、４％増 

以下は、２０２３年７月～２０２４年６月の米国産生鮮果実の主要輸出市場別の輸出額と対前年伸び率である。 

 カナダ — １７億３千万ドル、２％増 

 メキシコ — ９億３,１７０万ドル、２７％増 

 韓国 — ３億９,９６０万ドル、３４％増 

 台湾 — ２億３,７２０万ドル、２８％増 

 日本 — ２億２,５１０万ドル、１１％増 

 香港 — １億１,３８０万ドル、５％増 

 ベトナム — １億１,３７０万ドル、１０％増  （以下、野菜の国別輸出額は省略しました。） 

執筆者： トム・カースト 

 

（関連記事）米国 有機青果物輸出のトップはリンゴ 
Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ ２０２４年８月２２日 

リンゴが米国の有機農産物輸出のトップであることが、米国農務省の貿易データで明らかになった。２０２３

年７月～２０２４年６月の１年間の米国の有機リンゴ輸出額は１億７,１９０万ドルで、１億１,６１０万ドルであった前

年同期から４８％増加した。米国農務省によると、このほかレタス、ナシ、ブドウ、イチゴが、この期間に輸出さ

れた有機青果物の上位５品目を占めている。以下は、２０２３年７月～２０２４年６月の主要有機青果物の輸出

額及び前年同期からの変化率である。（翻訳では果実的野菜以外の野菜は省略しました。） 

 リンゴ — １億７,１９０万ドル、４８％増 

 ナシ — ４,５９０万ドル、２８％増 

 ブドウ — ４,２１０万ドル、１５％減 

 イチゴ — ３,９４０万ドル、６％減 

 サクランボ — ３,６３０万ドル、３９％増 

 ブルーベリー — ２,０９０万ドル、１％増 

 モモ/ネクタリン — １,８３０万ドル、２４％増 

 ナツメヤシの実 — １,３９０万ドル、２４９％増 

 オレンジ — １,１２０万ドル、５６％増 

 レモン — １,１００万ドル、２％増 

 グレープフルーツ — ３１０万ドル、１５％増 

 スイカ — １５０万ドル、４１％減 

執筆者： トム・カースト 
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